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2023年1月から抗HIV薬が院外処方になります。

抗HIV薬の処方箋を受け取った時に注意すること等
当院での抗HIV薬の患者指導で行っていることを共有し、
参考にしていただければと思います。

患者さんは医師から受け取った検査値を持参します。
参考にしていただき、必要に応じて疑義照会を行ってください。



本日の内容

◆HIV感染症について

◆併用薬やOTC・サプリメントとの相互作用

◆抗HIV薬用量の調節

◆アドヒアランスの重要性
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HIV感染症とは？
HIV(ヒト免疫不全ウイルス)に感染した状態

CD4細胞＞200の免疫能を維持できるように
抗HIV薬を内服していく

HIVは、免疫機能の主役であるＣＤ4陽性リンパ球(CD4細胞)を使って増殖する。
その結果CD4細胞が破壊されてしまう。

イラスト：共和薬品工業株式会社作成 HIV/AIDS領域冊子 服薬を始める前に



HIV感染症→AIDS(後天性免疫不全症候群)
への進行

CD4細胞＞200

HIV RNA量＜20コピー/ｍL
のバランスを維持できれば、
無症候期を維持できる。

CD4細胞がHIVにより破壊され
減少すると免疫が正常に働か
ず、細菌やウイルスが体内に
侵入しやすくなる。

イラスト：共和薬品工業株式会社作成 HIV/AIDS領域冊子 服薬を始める前に



AIDS発症(日和見感染症)

HIV感染症が進行し、CD4細胞＜200/μL
になると、日和見感染症を発症します。

日和見感染症を発症した状態を
AIDS(後天性免疫不全症候群)
と言います。

CD4細胞数の目安と好発する日和見感染症

日和見感染症は通常の免疫能では
感染しない弱い病原体に感染する
ことを言います。

CD4細胞数が200/μL以下の場合
ニューモシスチス肺炎の予防の
ためにｽﾙﾌｧﾒﾄｷｻｿﾞｰﾙ・ﾄﾘﾒﾄﾌﾟﾘﾑ
合剤やサムチレール®を内服しま
す。

イラスト：共和薬品工業株式会社作成 HIV/AIDS領域冊子 服薬を始める前に
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抗HIV薬の相互作用

例えば、プレジコビックス配合錠®の相互作用を見てみると。。

併用禁忌と
併用注意で

こんなにたくさん
あります！

＜併用禁忌＞ ＜併用注意＞



サプリメントも注意が必要です！

陽イオン含有サプリメント内服

サプリメント内服の2時間前～6時間後はテビケイは内服できません！

テビケイ®添付文書より

2時間 6時間

患者面談時に新規併用薬・OTC・サプリメントの有無を確認して、
添付文書で相互作用を確認しています。
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抗HIV薬の腎機能による用量調節
腎機能はCockcroft-GaultのCcr計算式で計算して評価しています。

男性： Ccr = {(140-年齢)×体重(kg)}/{72×血清クレアチニン値(mg/dL)}
女性： Ccr = 0.85×{(140-年齢)×体重(kg)}/{72×血清クレアチニン値(mg/dL)}

例えば、、

エピビル®の添付文書より引用

エピビル®を投与する場合は腎機能による用量調節が必要になります。

受診時の腎機能を計算して必要に応じて減量を医師に提案しています。



例えば、、

デシコビ配合錠HT/LT®を投与する場合は併用薬を確認して、LTとHT
の選択を検討する必要があります。

併用する抗HIV薬によって薬剤の投与量を検討する場合があります。

抗HIV薬の併用薬による用量調節

デシコビ配合錠HT/LT®の添付文書より引用
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アドヒアランスの重要性

血中の薬物濃度が維持できないと、治療成功率が低下し、
薬剤耐性ウイルスの出現リスクが高くなります。

イラスト：共和薬品工業株式会社作成 HIV/AIDS領域冊子 服薬を始める前に



アドヒアランスの重要性

95％以上のアドヒアランスが維持できないと、著しく治療
成功率が下がります。

残薬数の確認と本人への確認で
チェックしています。

95％以上のアドヒアランスって?

1日1回の場合、月1回まで飲み忘れ

を許容できます。

1日2回の場合、月3回まで飲み忘れ

を許容できます。

イラスト：共和薬品工業株式会社作成 HIV/AIDS領域冊子 服薬を始める前に



抗HIV薬の処方チェックと患者指導をよろしくお願いいたします。

不明点等ありましたら気軽にお問い合わせください。

聖マリアンナ医科大学病院

AST専従薬剤師 竹内 萌(PHS 81046)

※利用の目的・資材の変更(二次利用等)は行わないでください。


